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序

本県には約3，900箇所を超える周知の遺跡があり、さらに未発見

の埋蔵文化財包蔵地が数多くあると推測されます。これらの埋蔵文

化財は過去の歴史を学ぶうえで貴重な資料となりうるもので、ひい

ては現在の我々の生活に多くの示唆を与えてくれるものであります。

ところで、県内でも高速交通体系や農業基盤の整備など豊かな生

活を築くための地域開発がとみに進行してきております。これに伴っ

て開発に係る埋蔵文化財の保護も又、急務となっています。そこで

開発と文化財保護の円滑な調和と推進を図るための基礎として行わ

れるのが遺跡分布調査と範囲確認調査です。

本報告書は平成5年度国庫補助事業として実施した一般国道7号

琴丘能代道路建設事業、森吉ダム建設事業、県営ほ場整備事業など

の分布調査と東北横断自動車道遠野秋田線建設事業、県営ほ場整備

事業琴丘地区などの範囲確認調査結果をまとめたものであります。

これらの遺跡は具体的に開発事業が計画されている区域内にあるた

め、埋蔵文化財保護の立場で早急に対処したいと考えております。

最後になりましたが、これらの調査に御協力いただきました関係

各機関に厚く御礼を申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保

護につきましては御協力下さいますようお願い申し上げます。

平成6年 3月

秋田県教育委員会

教育長橋本顕信
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1 本書は、平成5年度に秋田県教育委員会が国車補助を得て実施した、遺跡分布調査と遺跡

範囲確認調査の報告書である。

2 本書に掲載の遺跡分布調査・範囲確認調査は、主に秋田県教育庁文化課・秋田県埋蔵文化

財センターの職員が担当した。報文は、各調査担当者が作成したものを、秋田県埋蔵文化財

センターが編集した。

3 遺跡分布調査のうち、東北横断自動車道遠野秋田線秋田秋田聞に係る工事用道路建設事業・

男鹿中央地区広域農道建設事業・県営ほ場整備事業豊岩地区・県営ほ場整備事業芹田地区・

県営ほ場整備事業駒場南地区・県営ほ場整備事業琴丘地区は、調査の結果、事業区内に遺跡

が確認されなかったので、本報告から除外した。

4 遺跡範閉確認調査のうち、東北横断自動車道遠野秋田線建設事業に係る古野遺跡は調査の

結果、本年度の調査区内で遺構などが確認されなかったので、本報告から除外した。

5 報告書に使用した地図は、秋田県教育委員会発行の『秋田県遺跡地図j] (県南版・中央版・

県北版)、建設省国土地理院発行の50，000分のし 25，000分の l地形図と、日本道路公団・

建設省・秋田県土木部が作成した1，000分の lの地図、秋田県農政部が作成した500分の lの

地図である。
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第 1節遺跡分布調査

第 l章はじめに

国庫補助を得て実施した平成5年度の遺跡詳細分布調査は、東北横断自動車道遠野秋田線秋

田秋田聞に係る工事用道路建設事業・一般国道7号琴丘能代道路建設事業・森吉LLrダム建設事

業・生活問30分形成道路鷹巣川井堂線整備事業・一般国道13号湯沢横手道路建設事業・主要地

方道大館ト和田線改良工事・主要地方道二ツ井森吉線建設事業・男鹿中央地区広域農道建設事

業・県営ほ場整備事業豊岩地区・県営ほ場整備事業芹田地区・県営ほ場整備事業駒場南地区・

県営ほ場整備事業琴丘地区の遺跡分布調査と、東北横断自動車道遠野秋田線建設事業・県営ほ

場整備事業水沢地区・県営ほ場整備事業主手丘地区・開拓地整備事業三ツ森地区に係る遺跡範囲

確認、調査である。これらの調査は、既に策定しである調査要項に基づいて、秋田県教育庁文化

課、秋田県埋蔵文化財センターの職員、それに森吉町の専門職員の協力を得て、平成5年4月

から12月にかけて実施したものである。

第2章 平成5年度遺跡分布調査骨遺跡範囲確認調査実施要項

第 1節遺跡分布調査

1 調査の目的

開発予定地内を踏査して、遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を講ずる。

2 調査の方法

( 1 ) 計画地域の範囲内で遺物の表面採集及び試掘調査を実施して、遺跡の所在を確認する

と共に、遺跡の性格についても把握する。

( 2 ) 確認された遺跡は地図に記入する。

( 3 ) 使用する地図は、 25，000分の lもしくは50，000分の lの地形図と開発部局で作成した

図面とする。

( 4 ) 遺跡の現況、遠景を写真記録し、遺跡の概要も記録する。

3 事業主体者

秋田県教育委員会

4 調査担当者

秋田県教育庁文化課 熊毛主 太郎

1 



第2章 平成5年度遺跡分布調査・遺跡範囲確認調査実施要項

森吉町総務課 主任 木村正彦

5 調査対象地域及び事業名

No. 事 業 名 調 査 期 間 調査結果等

東北横断自動車道遠野秋田線
事業区域内に遺跡は確認され

1 秋田秋田間に係る工事用道路 平成5年4月27日

建設事業
なかった。

2 
一般国道7号琴丘能代道路建

平成5年6月18日
路線に係わる周知の遺跡 1笛

設事業 所を確認。

平成5年6月29日
事業区域内に新発見の遺跡6

3 森吉山ダム建設事業 10月5日、 6日
箇所を確認。

12月13日

4 
生活圏30分形成道路 平成5年4月22日 路線に係わる周知の遺跡1笛
鷹巣川井堂線整備事業 12月17日 所を確認。

5 
一般国道13号湯沢横手道路建 平成5年5月19日 路線に係わる周知の遺跡 1簡
設事業 11月26日、 30日 所を確認。

6 
主要地方道大館十和田線改良

平成5年6月25日
路線に係わる周知の遺跡 1笛

工事 所を確認。

7 
主要地方道二ツ井森吉線建設

平成5年7月8日
路線に係わる周知の遺跡2筒

事業 所を確認。

8 
男鹿中央地区広域農道建設事

平成5年6月8日
路線区域内に遺跡は確認され

業 なかった。

9 
県営ほ場整備事業

平成5年9月7日
本年度調査匹域内に遺跡は確

豊岩地区 認されなかった。

県営ほ場整備事業
事業区域内に周知の遺跡 l箇

10 平成5年9月9EI 所が位置しているが試摺の結
]宇田地区

果遺跡は確認、されなかった。

県営ほ場整備事業
本年度調査区域内に周知の遺

11 平成5年12月8日 跡 1箇月rrが位置しているが試
駒場南地区

掘の結果遺跡は消滅している。

'ほ場整備 本年度調査区域内に遺跡は確
12 
琴丘地区

平成5年12月21日
認されなかった。

2-



第2節遺跡範囲確認調査

第 2節遺跡範囲確認調査

調査の目的

開発事業計画に係る遺跡の範囲確認調査を実施して、埋蔵文化財の保護と保存を図る。

2 調査の方法

( 1 ) 遺跡の広がり、埋没の度合い、時代とその性格を知るために、当該地域で遺物の表面

採集及び小規模の発掘調査(遺構確認面までの掘り下げ)を行う。

( 2 ) 調査の期間をおおむね4~15 日間とし、その期間内にできるかぎり面的に発掘調査を

広げて遺構の確認に努める。

( 3 ) 現場で確認された遺構・遺物、堆積土の厚さ、遺物包含層などの記録を行う。その際、

遺跡の全景と発掘調査状況、確認された遺構・遺物などは写真撮影をする。

( 4 ) 使用する地形図は開発部局で作成した一番大きな縮尺図面とする。

( 5 ) 遺跡の立地条件などに即した適切な調査をする。

3 事業主体者

秋田県教育委員会

4 調査担当者

秋田県埋蔵文化財調査第三科長桜田隆

センター 主 小畑巌、五ト嵐一治

文化財主査柴田陽一郎、高橋忠彦

非常勤職員長沢和則、神成栄理子

研修 員長谷川潤一

5 事業名・諦査対象遺跡・調査期間・謂査担当者ほか

No.1 事業名 遺跡名・所在地 調査期間 |調査担当者|摘

平成5年11月15日 |高橋忠彦 1

要

東北横断自動車道

遠野秋田線建設事業

盛子沢遺跡(秋田市)

古野遺跡 (秋田市)
平成5

2 I国道103号道路改良事業 池内遺跡(大館市)
t 平成5年4月12日

3 I 県営ほ場整備事業
湯ノ i尺出遺跡(峰浜村)

平成5年 9月6日 桜田

水沢地区 ~9 月 14 日 神成栄理子

4 I 県営ほ場整備事業
家ノ下遺跡(琴丘町)

平成5年10月18日 柴田陽一郎

琴丘地区 ~10 月 22 日 長谷川潤ー

5 I 開拓地整備事業
七寵遺跡(羽後町)

平成5年 8月241ヨ 柴田陽一郎

ツ森地区 ~8 月 30 日 干111目立栄理子

3-
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第2章 平成5年度遺跡分布調査・ 遺跡範囲確認調査実施要項

第 1図遺跡分布調査・遺跡範囲確認調査位置図
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第1節遺跡分布調査

第3章調査の記録

第l節遺跡分布調査

1 一般国道7号琴E能代道路建設事業

琴丘町鹿渡から能代市浅内に至る延長17kmの高規格幹線道路で、ある。八竜町以北について

は既に分布調査は終了しており、平成4年度以降はそれ以南の山本町にかけて実施している。

4年度2遺跡が確認されたが、本年度は遺跡である可能性が強い地点3箇所の内 1箇所につ

いて調査を実施したもので、周知の遺跡 1笛所が路線に係ることを確認した。

第2図 一般国道7号琴丘能代道路建設事業地内遺跡位置図

-5-



第3章調査の記録

2 森吉山ダム建設事業

森吉町桐内から深渡地内にかけての、貯水池流域面積248.0km2のダム建設である。調査は

平成4年、 5年の 2箇年にかけて実施し、その結果新発見の遺跡6簡所が開発区域に係ること

を確認、した。

fNo. 遺 跡 名 所 在 地 時代等 現 況 備 考

l 桐内遺跡 森吉町森吉字桐内家の上ミ岱19他 縄文時代前期・後期 原 野 新発見の遺跡

2 重鳥二 遺跡 森吉町森吉字二重烏99他 縄文時代後期 山 林 新発見の遺跡|

3 漆下遺跡 森吉町森吉字漆1M由 縄文時代後期 原 野 新発見の遺跡

4 概岱遺跡 森吉町森吉字掬岱74他 縄文時代後期・晩期 原 野 新発見の遺跡|

5 砕倒遺跡 森吉町森吉字砕倒124他 縄文時代 原 野 新発見の遺跡|

6 丹瀬口遺跡 森吉町森吉字丹瀬2-1他 縄文時代後期 原 野 新発見の遺跡|

第 3図 森吉山ダム建設事業地内遺跡位置留

-6  



3 生活圏30分形成道路鷹巣川井堂線整備事業

合川町鎌沢から同町雪団地内に至る1.82kmの計画路線で、ある。

調査の結果、周知の遺跡 1箇所が路線に係ることを確認した。

遺跡名 所在地

はやしだい

林台遺跡 |合川町鎌沢字林台

時代等

縄文時代

第 1節遺跡分布調査

備 考

周知の遺跡

第4間 生活圏30分形成道路鷹巣川l井堂線整備事業地内遺跡位置図

-7-



第3章調査の記録

4 一般国道13号湯沢横手道路建設事業

湯沢市横掘から横手市柳田に至る延長29.0kmの高規格幹線道路で、本年度は当面の工事実

施計画部分の十文字町区域内について調査を実施した。

調査の結果、局知の遺跡 1箇所が路線に係ることを確認した。

|遺跡名|所在地|時代等 備 考

前 田 城 |十文字町佐賀会字新山前114-2他 中世 周知の遺跡

第 5図 一般国道13号湯沢横手道路建設事業地内遺跡位置図

-8-



第1節遺跡分布調査

5 主要地方道大館十和田線改良工事

大館市鬼ケ台地内における延長2.16kmの計画路線で、ある。調査はこの路線全体について実

施したもので周知の遺跡 1筒所が係ることを確認した。

遺跡名|所在地|時代等 備 考

鬼 ケ 域 |大館市茂内字鬼ケ台9-5 中世 周知の遺跡

第 6図 主要地方道大舘十和田線改良工事地内遺跡位置図

-9  



第3章調査の記録

6 主要地方道二ツ井森吉線建設事業

二ツ井町麻生地内における延長2.051kmの計画路線で、ある。路線全体について調査した結果

周知の遺跡2箇所が係ることを確認した。

遺跡名 所在地

麻生遺跡 |二ツ井町麻生地内

古館遺跡 |二ツ井町麻生地内

時代等

縄文時代後期・晩期

縄文時代後期

第7図 主要地方道ニツ井森吉線事業地内遺跡位置図

10 
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蟹子沢遺跡

第 2節遺跡範囲確認調査

東北横断自動車道秋田線建設事業

かにこざわ

蟹子沢遺跡

1 .遺跡所荘地 秋田県秋田市濁川字蟹子沢44-10外

2.範囲確認諦査期間 平成5年11月15日'"'-'11月30日

3圃範囲確認識査対象面積 12，000m2 

4.工事区域内遺跡面積 7，000m2 

5.遺跡の立地と現況

①立地

遺跡は、秋田市濁川地区で主要地方道秋田・八郎潟線と秋田・昭和線との合流点から北西に

500mほどの丘陵上に位置している。、渇川地区は、太平山系を源とする旭川によって形成され

た沖積地が開けた地域で、北側には標高200m前後の上新城丘陵がほぼ東西に連なっている。

遺跡は、この上新城丘陵の末端が西側と東側を大きな沢によって画された、舌状台地先端部の

標高40'"'-'50 mの段丘上に立地している。

②現況

現況は、宅地・杉林・原野である。

6.範囲確認調査の結果

①層序

調査範関内の層序は、中央部の平坦部では黒色土が削平されており、表土から10'"'-'20cmで、

地山である。各トレンチの土層観察から、調査範囲の西側には、南から北に向かつてNo.5ト

レンチの西側末端まで浅い沢が入り込んでいることが分かった。したがって、この地域の本来

の地形は、東西に沢の入り込んだ鞍部になっていたものと思われる。この東西の沢の層序は

No.7トレンチでは、 I層以下II層階褐色土・ III層黒褐色土 .N層陪褐色土・ V

VI層黒色土・四層黒褐色土・困層階褐色土 .IX層褐色ロ ム土(地[J_f)である。

I層からIX層 t面までの厚さは1.6mで、特に東側のIII'"'-'V層は縄文時代中期前半の遺物包

さ50cmほどである。

①検出遺構と遺物

遺構は、台地中央の南東側平岨部から、直径1.0mほどの土坑2基と柱穴様のピット数個を

検出している。いずれも、正確な時期は不明だが、周辺から出土する土器と同時期(縄文時代

-11 



第2節遺跡範囲確認調査

中期前半)の遺構と推測される。

遺物は、台地の南東縁辺から出土しているが、このうちNo.7トレンチの包含層からの出土

が最も多い。

土器には、縄文時代中期前半の円筒上層a式や同期の北陸系の土器が比較的多く出土してい

る。このほか、須恵器や土師器も出土している。

石器には、頁岩製の石箆や掻器がある。

7.所見

①遺跡の種類

遺跡は、検出された遺構や出土遺物から、縄文時代中期前半の小規模な集落遺跡と考えられ

る。

②遺跡の範囲と工事亙域

蟹子沢遺跡は、 『秋田県遺跡地図~ (秋田県教育委員会、昭和62年)では縄文時代と平安時

代の複合遺跡として登録されている。それに拠れば遺跡の中心は今回調査した範囲よりも南西

側に広がるものと考えられ、工事区域内における調査の必要な範囲は蟹子沢遺跡全体からみれ

ば、遺跡の北東端部に相当するものと考えられる。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構は縄文時代中期前半の竪穴住居跡と土坑が検出され、遺物は捨て場からまとまった量の

土器・石器が出土することが予想される。なお、須恵器や土師器も出土していることから、古

代の遺構の存在も予測される。
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蟹子沢遺跡

第8図 蟹子沢遺跡位置図
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蟹子沢遺跡
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第2節遺跡範囲確認調査

2 国道103号道路改良事業

池内遺跡

1 .遺跡所在地 秋田県大舘市池内字上野96-2外

2.範囲確認調査期間 平成5年4月12日"--4月16日

3.範囲確認調査対象面積 12，000m2 

4.工事区域内遺跡面積 12，000m2 

5.遺跡の立地と現況

①立地

池内遺跡は大館市の中心部からやや南、 ]R東大館駅の南東1.5kmにあり、西流する米代川

の右岸に形成された河岸段丘(第3段丘)上に立地する。遺跡付近の第3段丘は、北側を北東

方向の長根山(標高200m)南麓から段丘を南西方向に下刻する柄沢、南側を秋葉山(標高328.

5m)南麓から高森山地を南方向に下刻する餌釣沢により大きく開析され、通称「南ケ丘」と

呼ばれている。この「南ケ丘」は小さな下刻作用により、さらに北側の萩ノ台と南側の上野と

呼ぶ二つの台地に分けられている。

遺跡は南側の上野の台地に立地し、西側と南側が米代川沖積地に面している。標高は63"--65

m、台地と沖積地の比高は14"--16mを測る。北側の萩ノ台の台地と、その斜面には萩ノ台II遺

跡が立地する。

②現況

地目は山林と畑地で、調査対象地の杉林は既に伐採されているが雑木が繁茂している。

6.範囲確認調査の結果

①膚序

第13図(a)i也点の層序観察では、 I (20，，--30cm)腐植土・耕作土、 II層暗褐色土 (20

"--40cm)、III層黒褐色土 (30，，--50cm)、W層地山である。

(b)i也点では、土取りのため黒色土が薄く、 3"--5 cmの黒褐色土の直下に地山が認められた。

土取りは地山まで及んでいない状況であり、遺構の遺存状態は比較的良好である。

②検出遺構と遺物

検出された遺構は、竪穴住居跡19軒(内訳は縄文時代12軒、平安時代7軒)、土坑39基、焼

土遺構1基、遺物の捨て場と推測される沢が2筒所、空堀1条、犬走り状の遺構1箆所、柱穴

多数である。
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池内遺跡

出土遺物は、縄文時代前期・後期の土器と石器、平安時代の土器が多数出土した(コンテナ

10箱分)。

7.所見

①遺跡の種類

平坦面は縄文時代前期・後期及び平安時代の集落跡、沢に面する斜面の部分は縄文時代前期

の捨て場、台地全体が中世の城館として利用されたと思われる。

②遺跡の範聞と工事区域

北東から南西に伸びた台地全体と沢に面した斜面が遺跡の範囲と推測され、工事区域は台地

南側にある八幡神社を除く台地全体と沢に面した斜面にあたる。

①発掘調査時に予想される遺構・遺物

台地平坦部では、縄文時代前期・後期の集落跡と平安時代の集落跡及び中世の城館跡関連の

遺構が予想、される。また、台地斜面部では、縄文時代前期の捨て場と中世の城館跡関連の遺構

が予想される。なお、第13図(c)地点とした沢には水道の取水口があり、現時点では調査がで

きなかったが、縄文時代前期の捨て場として利用されていた可能性がある。

8.参考事項

本遺跡の範閤確認調査は平成3年9月にも行われているが、今回はその時調査の対象となら

なかった範囲について実施したものである。なお、平成3年の調査については、秋田県教育委

員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第226集 (1992・3)として既に報告

されている。
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3 県営ほ場整備事業水沢地区

ゅのさわたい

湯ノ沢岱遺跡

1 .遺跡所在地 秋田県山本郡峰浜村水沢字湯ノ沢岱148外

2.範囲確認調査期間 平成 5 年 9 月 6 日 ~9 月 148

3.範囲確認調査対象面積 6，400m2 

4.工事区域内遺跡面積

5.遺跡の立地と現況

①立地

5，550m2 

湯ノ沢岱遺跡

湯ノ沢岱遺跡は峰浜村の中央部、 ]R五能線沢目駅の北東約1.lkmにあり、現汀線から約

2.5km東側に形成された海岸段丘上に立地する。遺跡付近の梅岸段丘は、東側の山地や高位段

丘から流れる多数の水系により開析されている。遺跡は、南側に張り出す舌状台地に位置する。

②現況

雑木林であったが、既に伐採されていた。遺跡範間内には、農道と用水路・排水路が通って

いる。

6.範囲確認調査の結果

①層序

調査区の南側と商側が地山までの土層堆積が厚い。堆積の薄いところでは、 I 層表土 (10~

15cm) 、 II 層暗褐色土 (5~10cm) で、その下位がW層地山である。厚いところでは、 I 層

(15~20cm) 、 II層階褐色土 (10cm) 、 III層黒褐色土 (10~20cm) 、 W層が地山であ

る。

②検出遺構と遺物

地表面から遺構のプラン確認面まで比較的土層の堆積が薄いため容易に確認できた。古代

(平安時代)の竪穴住居跡と、時期不明の土坑群が全面的に検出された。遺物は、古代の土器

(土師器・須恵器)と、土製支脚、陶磁器 (17世紀後半~18世紀前半の肥前陶磁)が出土した。

7.所晃

①遺跡の種類

古代(平安時代)の集落跡であると考えられる。

②遺跡の範囲と工事区域

耕作中の水田部分と西側に残る雑木林を調査できなかったが、この台地全体と斜面が遺跡で

あったと忠われる。しかし、水田部分は開田工事で深く削平されており、既に消滅していると
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第2節遺跡範囲確認調査

考えられる。西側用水路までの平坦部が工事区域となっている。

①発揚調査時に予想される遺構・遺物

古代の竪穴住居跡群と、時期不明の土坑群が全面的に検出され、古代の遺物(土師器・須恵

器等)の出土が予想される。また、江戸時代の陶磁器が出土する可能性もある。

8.特記事嘆

当初、周知の遺跡として遺跡地図に登録されている「中台遺跡」としていたが、今回の調査

地はそこと隣接しているものの別地区で小字名は湯ノ沢岱であるため、今回新発見の遺跡とし

て「湯ノ沢岱遺跡jと呼称することにした。

第15図 湯ノ沢岱遺跡位置図

-26 



11 
2~.&‘ 

N 
ヘ司

下

ト
ト
ト

ヒ
仁

36.82 ト

ヒ
E 
C 
F 
ト
ヒ
下
ヒ
ヒ
ヒ

38.02 
38.94 
11 

39.91 

rr 
rr 

/~Ij 

i可1

tj 
トii

湯ノ沢岱遺跡

11 
37.69 

謡
¥
克
明
跡
事

第16図



No.・ 1T S I1 ム ~N
瀦
N
助
司

山
同
事
掛
宙
誕
到
叫
制
刷
州

NO.2 T S I~ ~ ~olN 

NO.4 T E ~ t 1 γ』ヘ~ g ~ ~人 w

NO.5 T E Iノ ムイ~ウミニ炉、 ) 命日 /~~ Iw 

No.6 T 
EI F町:4u_____ ~_ _ OC '、!~ ~ ，tj¥ト::j t:コ、〆 o 戸r、爪IW

i
l
N
∞iー

No.7 TE I J ~~ 0 o e ÇJ ハ O~A~)~ 。Jw

V7ntJ v@o~OUw 

NO.9 T N [二、、)&~ m Q)__(旬、包ν 1 1_ J s 
No.lOT 
NI ~ '"が¥ 一一一一 辺ヂ 上 、y Js 

各トレンチ検出遺構函(1)湯ノ沢岱遺跡第17図



湯ノ沢岱遺跡

NI ~ 10ム。 ζこ2::':::z::t，.
No.11 T て3てア ~b 

。 ó~Cブ1 /切にへ~が\

パノ/̂ /. ¥ハ 。

No.14T N ~ 。~~ ks  

No.15T N [ 
河町、 / v ~.r:') / 

/'¥/〆 て::rcJ 「1

」ミ ¥0' ~ 'v  ~可"-JV :Js 

~ ℃コ 0]  己 Js

No.19 T 
E W 

No.20T 
Et2 

N021T E|「ヤ~;rd iw 

NO.22T E bJぐア ~v;::] iw 

~( 1 lw No.23 T 
E 

NO.24 T ~市\ iw 

第18図 湯ノ沢岱遺跡各トレンチ検出遺構図(2)

-29-



ω
C
 

3Ø.~2 
38.9"4 
11 

39.98 

第19函

;-1 
;--1 

11( 
/~I/ 

ト1
/-"1 

L12 

湯ノ沢岱遺跡

11 
31.69 

・ //>~/ /r / 
ト/句川

l 日/グ、、」州
工事区域内遺跡範囲函

部
N

岳
協
専
問
団
器
尚
一
器
開



泌ノ訳出遺構

渇ノ沢岱遺鴎逮量 {酋から}

湯ノ沢岱遺跡 I0I0.7トレンチプラン櫨認作集風景 (東から}
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第2節遺跡範囲確認、調査

4 県営ほ場整備事業琴丘地区

いえのした

家ノ下遺跡

1 .遺跡所在地 秋田県山本郡琴丘町長信田字家ノ下1 5外

2.範閤確認語査期間 平成 5 年10月 18 日 ~10月 22 日

3.範囲篠認調査対象酉積 5，000m2 

4.工事区域内遺跡面積 4，500m2 

5.遺跡の立地と現況

①立地

家ノ下遺跡は]R奥羽本線鹿渡駅から北東方向約3.2km、八郎潟残存湖である東部承水路か

ら 2.2kmの距離に位置し、標高約23.6~25.5mの台地上に立地する。この台地は、東西約180

m、南北約110mで、あるが、南北に伸びる農免農道鹿渡北部線が台地のやや東寄りに横断して

おり、調査区はその農道の東側にあたる。農道のすぐ西側は既に地山まで削平されて牧草地と

なっている。

調査区は北から南に向かつて緩傾斜しており、北東端では急傾斜となり、下の水田との比高

差は約4mである。

②現況

調査~の現況は、畑と一部原野である。

6.範囲確認調査の結果

①膚序-( )内の数字は層厚-

調査区の中には、水田として造成された際に地山が削平され、耕作土一表土- (20~35cm) 

の下がすぐ地山という所もある。 遺物包含層が残り、遺構・遺物が比較的多く出土した第2ト

レンチ中央部付近の層位は以下のとおりである。

第 I層:黒褐色土 (20cm)-耕作土一、第II層:黒色土 (20cm) 縄文時代の遺物包含層一、

第III層:暗黄褐色士 (15cm)一地山漸移層 、第W層:地山

第I層~第W層上面までの深さは55cmで、ある。

②検出遺構と遺物

遺構は竪穴住居跡1軒、土坑17基、性格不明遺構4基、焼士遺構1基、溝跡1条、炉跡1基、

柱穴様ピット 6基を検出した。遺物は!日石器時代の石器、縄文時代後期の土器や石器(コンテ

ナ 1箱分)が出土した。

-34-



家ノ下遺跡

7.所見

①遺跡の種類

旧石器時代の遺物散布地、それに縄文時代後期の集落跡である。

②遺跡の範囲と工事区域

南半部は地山まで削平されている所があるものの遺構は残っている。しかし、北端部は、地

山が 2mほど削平されているため、遺跡範囲から除外した。したがって、工事区域内遺跡範囲

は、南端部を除く、台地上の畑と原野部分である。

①発掘調査時に予想される遺構・遺物

旧石器時代の石器のユニッ卜、縄文時代後期の竪穴住居跡の他、多くの土坑、それに焼土遺

構など、の検出と、それに伴う土器・石器類が出土するものと予想、される。

第20図 家ノ下遺跡位置図
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家ノ下遺跡
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.2晶塩崎a圃・E寓](

*ノ乍遺跡適量 {東から)

*ノ下遭・現翠 {急Fら}
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ヨ区，下遣事

事ノτ温.竪穴住居爆積出状況{罵2トレシチ】 (北から}

.ノ下遭.竪穴住居跡検出状況 {軍2トレンチ) (南から)
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七窪遺跡

5 開拓地整備事業三ツ森地区

七窪遺跡

1 .遺跡所在地 秋田県雄勝郡羽後町足回字七窪9-2外

2.範囲確認調査期間 平成 5 年 8 月 24 日 ~8 月 30 日

3.範囲確認調査対象面積 1，600m2 

4.工事区域内遺跡面積 600m2 

5.遺跡の立地と現況

①立地

七窪遺跡は雄物川の左岸にあり、皆瀬川との合流地点から西へ 3.5kmの距離に位置し、標

高67m前後の緩い起伏に富んだ丘陵上に立地する。この丘陵は径約2kmの独立丘陵状を呈し、

そのほとんどが畑地で、一部が水田として利用されており、この周辺では昭和初期から開墾が

盛んで新たな農用地として大きく変貌している。

七径遺跡は上記の丘陵の東・西斜面を含んだ広い範囲で、今回の調査地点は北側の水田付近

から南東に延びる岩城堤の西側にあたる東斜面に位置する。

②現況

調査区の現況は、町道と原野である。

6.範囲確認調査の結果

①層序-( )内の数字は膚厚-

遺物が多く出土した調査区南半部東側トレンチ(町道中心杭No.20付近)の層位は、第 1-

a 層:砕石 (25~30cm) 、第 I-b 層:明黄褐色ローム士一地山ーの盛土 (2 ~ 3 cm)、第II層:

暗褐色士(15~20cm) 、第 III層:黒褐色土 (20cm) -遺物包含層一、第N層:暗褐色土(10~20

cm) 、第 V層:黒色土 (10~20cm) 、第VI層:明黄褐色土 (10cm) 一地山漸移層一、第四層:地

山となっている。第 1-a層~第四層上面までの深さは約100cmである。

②検出遺構と遺物

遺構は土坑 1基と灰原の一部を確認した。土坑の埋土中には火山灰(灰白色火山灰か?)と

思われる小ブロックが混入していた。遺物は平安時代の須恵器薬・

箱分)が出土した。

7.所晃

①遺跡の種類

土師器杯(コンテナ 2

調査区南半部東側トレンチ(町道中心杭No.20~21悶)で遺物が多く出土した。この付近の
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第2節遺跡範囲確認調査

商寄りに隣接して平安時代の窯跡があったが、既に::n後町教育委員会が発掘調査を実施してい

る。したがって本トレンチから出土した遺物は、その窯跡の灰原に伴う遺物と考えられる。ま

た、今回の調査区南半部の現道には、農業用水のパイプラインが埋設されており調査できなかっ

たが、その道路下に窯跡と、さらに、調査区北半部には少数の土坑の存在も予想される。

②遺跡の範囲と工事区域

今回の調査医北半部の西側斜面は黒色土が削られている所がほとんどで、地山まで削られて

いる所が多く、地山土が2m前後盛土されている。また、 No.24十13.00杭付近から北方向に

緩く傾斜して下がり、 No.26付近で小沢となる。し寸~hの地点とも遺構・遺物が無かったこと

から、遺跡範囲から除外した。工事区域内遺跡範囲は現道と原野部分である。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

平安時代の窯跡とそれに伴う多くの遺物が出土するものと思われ、土坑の他、窯跡に伴う工

房跡の存症も予想、される。

第23図七窪遺跡位置図
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第2節遺跡範囲確認調査
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七窪遺跡適量 ー五輸.IIiハイツより時 (筒から}

七窪遺跡調査区高学務現況 ートレンチ埋戻し後一 {北から}
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七窪遺跡主坑検出状況-No.23航付近の東側一 {脅かも}

.鞍事fe唾PF ‘ ~;. 
、;会τz〆二
‘ 、 ......."}回同 日ト..... 

七竃遺跡反原主届断面 -No.21杭付近由東側一 {北東から)
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